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京都メカニズムって？

• 1997年に京都で開催されたＣＯＰ3という会議で策
定された「京都議定書」という取り決めの一部のこと。

• 世界初の環境問題に対する具体的な策であり、各国
に「削減目標」が定められた。

• 「共同実施」「クリーン開発プロジェクト」「排出権取引」
という３つの大枠に分けられる。
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排出権取引とは？
「先進国同士のＣＯ2排出の取引」

ＣＯ2削減目標

Ａ国排出量 Ｂ国排出量

未
達
成

達
成

Ａ国は達成分を「売り」
Ｂ国は達成分を「買う」
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実例（対ハンガリー排出権取引）

日本は排出権１０００万トンを２００億円で購入

１９９０年

08〜12年目標

グリーン投資スキーム
に資金が使用される
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排出権取引の今

• リーマンショック以後「資金」による排出権取引は衰退

• ＥＵの「ＥＵ－ＥＴＳ」や日本の「環境省」主体の国
内・地域型（企業間ＣＳＲ）の排出権取引が主流

• 国際間取引は元々活発に行われなかった
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クリーン開発メカニズムとは

排出権取引とは違い、対途上国。資金ではなくプロジェクト。

途上国Ａ

日本の植林プロジェクトによって
Ａ国のＣＯ2排出が減った！！
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実例（対アルバニアクリーン開発プロジェクト）

実施国：アルバニア
・アルバニア荒廃地における自然再生支援プロジェクト
・過剰放牧により荒廃した土地での森林回復（面積：6,272ha）
・CO2吸収量予測：約2万3千トンCO2／年
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世界の温室効果ガス排出量ランキング
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対日本ホスト国割合（案件数）
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対日本クリーン開発メカニズム事業比（ｔ）

721,212,508

371,837

3,514,288

42,560,350

57,340,162

108,638

3,669,611
35,287,668

2,041,775

62,089,014

85,562,768

0
79,324,092

2,202,232
12,213,820
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建設
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インチキじゃないか・・・？

・アメリカはそもそも京都議定書に参加もしていない。

・先進上位国はＣＯ２の削減は自国経済の減衰とほ
ぼ同義なので自国だけでの目標達成は世界経済の
打撃に繋がりかねない。

・ハンガリーの取引、実はハンガリーは経済の低迷に
よってＣＯ2削減を達成していた。
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